
◇５月のおもな行事 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦割り班発足式！ 

   

 

 

 

 

日 曜 行          事 日 曜 行          事 

1 火 生活指導朝会   １９ 土 小中合同避難所運営訓練 

２ 水 
全校遠足予備日（お弁当持参） 
クラブ活動 

２０ 日 
 

3 木 憲法記念日 ２１ 月 
全校朝会 
セーフティー教室（2 校時） 

4 金 みどりの日 ２２ 火 
 

5 土 こどもの日 ２３ 水 
児童会集会 
委員会活動 

6 日 
 

２４ 木 
全学年 5 時間授業 
ALT 

7 月 
全校朝会 
1 年生交流遊び(6 年) 
1 年生午後授業開始 

２５ 金 ALT 

8 火 1 年生交流遊び(５年) ２６ 土 
 

9 水 

たてわり班集会 
 クラブ活動 
1 年生交流遊び(４年)   
眼科・耳鼻科検診（13:30～） 

２７ 日 
 

１０ 木 
1 年生交流遊び(３年) 
心臓検診（8:40～）ALT 

２８ 月 
生活指導朝会 
自転車教室（下学年２校時 上学年３校時） 
家庭訪問終 

１１ 金 
1 年生交流遊び(２年) 
安全指導・点検  ALT 

２９ 火 （自転車教室予備日） 

１２ 土 
 

３０ 水 
体育朝会 
プール清掃（５・６年 ３校時） 

１３ 日 
 

３１ 木 
スポーツテスト 
水泳前健康相談（13:30～） 
プール清掃予備日  ALT 

１４ 月 
保健安全朝会  
移動教室前保護者会 15:00～ ◇６月の主な予定 

 
 ７日（木）～９日（土）６年移動教室 
１２日（火）プール開き 
１９日（火）開校 10 周年記念式典 
２２日（金）開校記念日（休み） 
２８日（木）４・５年生キャンプ（一泊二日）～２９日（金） 

１５ 火 
 

１６ 水 
委員会発表 
歯科検診（9:00） 
小中合同研究授業 

１７ 木 家庭訪問始（下学年５時間 上学年６時間授業） ALT 

１８ 金 ALT 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月の目標 
《生活目標》 

人の話をしっかり聞こう。 

《保健目標》 

生活のリズムをととのえよう。 

《安全目標》 

緊急時の安全を知ろう。 

《給食目標》 

  正しい姿勢で食べよう。 

セーフティ教室 ５月２１日（月） 

下学年    上学年 
不審者対応       情報モラル 

（いかのおすし）    （メール・ＬＩＮＥ・ＳＮＳ他） 

２校時（９：１５～１０：００）  3校時（１０：２５～１１：１０） 

 

保護者の方もぜひご来校ください。 



Tel：04992-4-0184  Fax：04992-4-1961  HP：http:// town.oshima.tokyo.jp/~tsutsuji/ 

 

 

褒める 叱る 
 

副校長 樺沢 一彦 

 

先日の卒業式、入学式の準備中、受付にある来賓名簿を見て、名前の間違いに気付き、「先生、

名前が違うよ」と私に知らせてくれた児童がいました。その児童に感謝し、しっかり褒めました。

ありがたかったからです。 

避難訓練時、子どもたちに対して話をしている時、下を向いて手遊びをやめない児童を注意し

た時があります。避難訓練は自分の命を守る大切なものであり、また、教師の顔を見て話を聞く

というのは授業規律の一つと考えているからです。 

 

さて、日本では「褒めて、育てる」という教育が定着しています。「日本の子どもや若者は自

己肯定感が低いから、もっと褒めて自信を付けさせないといけない」「褒めて育てることで自己

肯定感を高めることが必要だ」……そのような声が 20年以上前から教育界に広がり、強く推奨

されるようになりました。書店の育児コーナーにも、今もたくさんの「褒め育て」関連の本が並

んでいます。 

 

子どもが良いことをしたら褒める―成長に導く一つの手段にすぎませんが、とても大切な

ことです。 

子どもが悪いことをしたら叱る―当たり前です。大原則です。しかし、この大原則が、昨

今「その子の個性を尊重する」「他の人の意見や考えを尊重する」等といった価値観で捉えられ

ることにより、少しぼやけてしまうことが時々見受けられます。大人の価値観の違いによって、

叱る度合に差が生じるのは仕方のないことかもしれません。しかし、人権にかかわること、命に

かかわること、人としてやってはいけないこと、危険なことなどをした時には、やはり厳しく叱

ることが大切なのではないでしょうか。私はそう考えます。 

叱り方を間違えている（叱ったつもりでいる）と、子どもは好ましくない言動を何度も繰り返

します。 

先日の新聞に「親に褒められ、かつ親に厳しく叱られた経験の多い子ほど、将来、困難な状況

に直面してもへこたれない」という記事がありました。その通りだと思います。 

「よく褒めて、正しくしっかり叱る」という当たり前のことがいつまでも揺るぎないものであ

ってほしいです。 

 

これからも、保護者の皆様と私達教職員は、つつじ小の子どもたちを正しく理解し、情報をし

っかり共有しながら、同じ方向で子どもたちをよりよく育てていきたいと思います。 

 

 平成３０年 ４月２７日（金） 

大島町立つつじ小学校 

校長 田代 紳一郎 

 NO.２（校報通算 NO.113） 
ははててななきき空空へへ 

http://www11.ocn.jp/~tutuji/


まあるい心で まあるい笑顔で まあるい言葉で！ 

つつじ小の保護者のみなさん、お久しぶりです。３月に子どもたちや職員一人一人には､ありがとうの気持

ちを伝える場がありましたが、保護者の方には、きちんとあいさつができずこの場を借りて感謝の気持ちを

お伝えしたいと思います。 

東大和市立一小、大島町立差木地小、小平市立上宿小、大島町立波浮小、元町小、泉津小、さくら小、つつじ

小と８校の最後の締めくくりをつつじ小で終えることができたことに感謝しています。どの学校でも子どもた

ちや保護者の方、先生方に､多くの思い出をいただきました。そして、教員として､人として今の自分を育て支

えていただいたことに感謝しています。最後のさくら小やつつじ小では、島での経験から、親子２代で関われ

る方もいて、貴重な体験をさせていただきました。ありがとうございました。 

つつじ小での７年間は、教員生活最後の自分を大きくかえてくれた７年間でした。特に最後の５年間は、特別

支援の担任をさせてもらいながら、特別支援コーディネーターとして学校全体に関われたことで、つつじ小

の子どもたち一人一人を見守ることができました。保護者の方とも学年関係なくたくさんお話しできたこと

で、相手の立場になって考える場をたくさんいただきました。ありがとうございます。 

今は、大島の地域の一人として放課後の子どもたちの居場所づくりのお手伝いに関わりながら、子どもた

ちの元気パワーから、プラス１（ワン）の日々をおくらせてもらっています。これからも大島のどこかでお会いし

たときは、気楽に声をかけてください。 

つつじ小で学んだ まあるい心で まあるい笑顔で まあるい言葉で 子どもたちを見守ってあげてく

ださいね。そして困った時､苦しくなった時、お話したくなった時、連絡くださればいつでもとんでいきます。

お話を聞くことはできるので…。待っています。 

 まあるい心で まあるい笑顔で まあるい言葉で プラス１（ワン）の生活を送ることの大切さを学ばせて

いただいた つつじ小 心から感謝 感謝。ありがとうございました。 

 

前あすなろ学級担当  白井 いずみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



樋口絵里子先生： 

5・6家庭、3 年書写、2～6年図工、4・6年理科 

好きな食べ物：（あんまん）趣味：（ﾃﾆｽ・和太鼓） 

 足立区立花保小学校から参りました。始業式で初

めて児童の皆さんと出会ったときのキラキラ輝く瞳

に、とても刺激を受けました。みなさんが日常生活

で自然と身に付けている知恵や力は凄いと思いま

す。その良さを是非大切にし、皆さんの瞳の輝きがい

つまでも続くよう、つつじ小学校のために力を尽く

したいと思います。 

 出かけることが好きなので、休日には三姉妹を連

れてあちらこちらでお会いすることがあると思いま

すが、その時もどうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川田夏輝先生：5年生担任 

好きな食べ物（ラーメン）趣味（野球・ランニング） 

 世田谷区立北沢小学校から転入してきました。つ

つじ小学校に来て初めに驚いたことは、行事の準備

や片付けなど、高学年が進んで仕事をしていたこと

です。そして、休み時間になると、みんなが外に出

て遊んでいるということです。そんな、つつじ小学

校の子どもたちと一緒に頑張っていきたいと思い

ます。 

つつじ小学校だけでなく、大島のことも少しずつ

勉強していきたいと思います。もし、何かおすすめ

がありましたら教えてください。どうぞ、よろしくお

願いします。 

 

中村優子先生：２年生担任 

好きな食べ物：（あしたば料理）趣味：（太鼓・自由な旅行） 

 はじめまして。新島小学校から着任しました中村優

子と申します。よろしくお願いします。 

 ６年間、新島で過ごし、島の生活には慣れていたつ

もりでしたが、大島の交通量や人の多さ、島の大きさ

にどきどきしてばかりの毎日です。でも、親切な方が

多くほっともしています。 

 新学期が始まって２週間ほど。２年生の子供たちは、

目をきらきらさせながら様々な活動に取り組んでくれ

るので、毎日が楽しいです。早くつつじ小の子供たち

の顔と名前を覚えたり、そして今度は大島の伝統や大

島らしさを見付けたりしたいと思います。これから、た

くさん教えてください。 

 

 

 

 

 

 

宮本路子先生：算数指導・１年図工 

好きな食べ物：（グレープフルーツ） 

趣味：（ ドライブ、美術館・博物館・寺社めぐり ） 

 ４月から、あらためてつつじ小学校に着任すること

になりました宮本路子です。つつじっ子の前で涙のお

別れ挨拶をしてから二か月ほど…。「さよなら」をした

と思ったら、ボランティアとして「こんにちは」。そのボ

ランティアも終わり、「さよなら」をしたと思ったら「４月

からよろしくお願いします。」…。離れそうで離れない

私ですが、本年度もつつじっ子らしさを大切にしなが

ら子ども達の可能性を広げるべく頑張りたいと思いま

す。まだまだ道のりの途中ですが、つつじっ子の笑顔

に励まされながら一歩一歩進んでいこうと思います

のでよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大好きな大島を離れて、今、海外で修行をしています。シンガポールは、マレーシア人、中国人、日本

人、その他世界中から様々な民族が集まっている国です。基本は英語で話しますが、中には会話の中に、

英語、中国語、マレー語を交えて話す人もいて、本当に戸惑います。お買い物はまだまだ緊張します(^^) 

普段は日本人学校で働いているので海外にいる実感を持ちにくいですが、一歩外に出ると初めて経験する

ことばかり。だから毎日が刺激的です。 

僕にとって、海外で働くことは夢の一つでした。しかし小さな夢です。実は本当に目指している大きな

夢があります。それは「いろいろな教育が認められ、みんなが幸せに生きていける社会にする」と言うこ

と。この夢のゴールはまだまだ遥か先にあり、形すら見えません。だから、今日も明日も新しいことにチ

ャレンジして生きています！そうじゃなきゃ、一瞬で夢が消えてしまいそうだからです。 

みなさん僕は、場所は違えども大島にいた時と同じ夢を追いかけています(^^)そして今でもつつじ小学

校のみんなの成長を心から祈っております。また、必ず会いましょう！ 

新 5年生、10年後の約束忘れずに、2028年 3月 31日！ 

 

シンガポール日本人学校 中嶋尊弘 

つつじ小学校のみなさん、元気にしていますか？私は今栃木県足利市というところで 3 年生の担任をし

ています。窓から見える景色は深緑の山脈が連なり、それはそれで美しいと思うのですが、山に囲まれて

いると圧迫感を感じるのも事実です。栃木には海がなく、寂しいの一言です。 

 さて、足利市という町は、中規模都市です。大学や専門学校があり、校外には工場や畑が沢山あります。

そのため、一生を足利市で過ごすという人が一定の割合でいるのです。彼らは地元愛が強く、素晴らしい

と思うのですが変化することを極端に避けるクセも見え隠れします。そんな人たちとお話ししていると「も

ったいないなぁ」と思うことがあります。一歩踏み出すことは勇気と思い切りが必要ですが、自分の目の

前の世界が広がっていく興奮にも似た好奇心は、何歳になっても自分の胸を震わせてくれます。実際、海

を見たことのない栃木の子ども達は休み時間になると「島の学校ってどんなことするの？」と目を輝かせ

ながら毎日のように質問をしに来ます。一生懸命自分の知らない世界を学ぼうとする子どものパワーには

圧倒されます。 

 これからの時代、変化に対応する力が求められています。今の最新テクノロジーは、みなさんが活躍す

る 20 年後には、20 年前の古い技術になっているのです。未来は誰にも想像できません。その中で、大き

な変化を楽しめるような柔軟な心を持ち続けてください。将来の日本を引っ張っていくのは島っ子だと私

は思っています。頑張れ！ 

 

足利市立三重小学校  大根田 和典 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



つつじ小学校のみなさん、調布からこんにちは。お久しぶりです、下村護です。3月末に離島し、4月

からバタバタと働いている内に、もう 1ヶ月が過ぎようとしています。 

つつじ小学校では少人数算数の先生でしたが、今は 2年 1組 34名の担任の先生になりました。昨年度

つつじ小学校全校児童数のおよそ半分の人数を担任させていただいています。 

さて、つつじ小学校のみなさんは１つずつ学年が上がり、仲間も増え、新しい生活を送っている事で

しょう。そして、明るく元気なみなさんが一回りも大きくたくましく成長している事でしょう。 

私は大島出身なので、大島に帰省します。そして、嬉しいことに私の学校と行事の時期がずれている

ので、活躍している姿や成長した姿をみにいきたいと思っています。 

25 分という近い街からみなさんの活躍と成長を期待するとともに応援していますので、これからも楽

しく元気に学校生活を過ごしてください。私もみなさんに負けないように頑張ります。 

 

調布市立緑ヶ丘小学校  下村 護 

 

早いものでもう 5 月になります。この 1 カ月で嬉しいことが何回もありました。それは、つつじ小学校

のお友達が私を見つけると声をかけてくれることです。「おーい！」と笑顔で手を振っている姿を見ると

元気をもらえてとても嬉しいです。これからも町のどこかで見かけたら声をかけてください。私も声を

かけます。 

 今になって振り返ると、つつじ小学校に通った 4年間はあっという間でした。毎日子供たちと過ごした

ことが有意義な時間だったと改めて感じています。在職中はみなさまに良くしていただき感謝していま

す。本当にありがとうございました。これからもつつじ小学校の皆さんを応援しています。 

 

網谷 幸子 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


